
百蔵山 

山行日：２０１９年１月２０日（日） 

参加者：斎藤（L）岩崎（SL）上田（SL）和田、磯貝、中村、甲田、須田、森島（記） 

行程 ：6:28新松戸＝7:25/7:38西国分寺＝8:01/8:10高尾＝猿橋駅 

9:00 猿橋駅―9:30 百蔵山登山口―10:05 百蔵浄水場 11:20/12:00 百蔵山山頂―

13:00登山口―14:30猿橋駅 

 

当日は少し冷えますが快晴、微風で山行日和でした。猿橋駅前に元気な顔が勢ぞろいしま

した。駅前の案内図を見ますと今日の目指す山の隣に扇山があり駅の反対側には新年初山

行の九鬼山があり皆近くで連なっているんだなと一人で納得していました。 

準備運動、ストレッチをしていよいよ百蔵山へ向かいました。猿橋駅を出たら国道を右折、

葛野川を渡り中央道をくぐって登山道入口に着きました。しばらく樹林体を登っていくと

百蔵浄水場がありさらに登る広葉樹林を過ぎると百蔵山頂に登頂しました。食事と休憩で

したがリーダーが持参した甘酒がショウガと合い何とも言われぬ美味しさでした。又メン

バーの方の自作と言われた干し柿の美味さも絶妙でした。山頂では四方が開けていて素晴

らしい景観でした。         

いよいよ下山という事で歩き始めてすぐに福泉寺のある葛野コース分岐でした。この辺

りは赤松が多いと言われています。又展望台も有り富士山を一望できる場所です。 

しばらく下山を続けていき登山口に降り立ちました。そして駅に向かいましたが猿橋駅

は有名な日本三大奇橋(岩国の錦帯橋、木曽の桟（かけはし）甲斐の猿橋)の一つであります。

猿橋を見物しようという事になりました。特徴は木組みにあると言われ、昔深い渓谷を猿が

弓のように連なって橋を作り渡っていた様子をヒントにしたとも言われています。さらに

附近の公園や池などもゆっくり見物したりして駅に向かいました。 

リーダーの斎藤さん、サブリーダーの岩崎さん、上田さん、そしてご一緒した皆様ありが

とうございました。 
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